
3.外来患者への対応 
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本日の内容 

1) 通常診察時の感染対策 

2) トリアージ 

3) 発熱患者の対応 

4) 新型コロナウイルス感染症を疑う場合の対策 

 個人防護具の選択 

  （診察時、エアロゾルが発生しやすい行為を行う
場合） 
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環境感染学会：http://www.kankyokansen.org/modules/news/index.php?content_id=328 

医療従事者の曝露のリスク評価と対応 

1) 通常診察時の感染対策 
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環境感染学会：http://www.kankyokansen.org/modules/news/index.php?content_id=328 

1) 通常診察時の感染対策 
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1) 通常診察時の感染対策 

標準予防策の徹底 

• 医療従事者は、少なくともサージカルマスクを
着用する。患者との接触前後の手指衛生を
確実に行う。 
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正しい擦式手指消毒の方法 

1回使用量：2プッシュ（500円玉） 
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WHO手指衛生の5つのタイミング 

患者に 
触れる前 

清潔・無菌
操作の前 

血液・体液に曝露 
された可能性の 

ある場合 

患者に 
触れた後 

周囲の環境や 
物品に触れた後 

６ 手袋を 
外した後 
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2) トリアージ 

発熱トリアージ 
患者にはサージカルマスクを着用してもらう 

正面玄関出入り口で体温測定や問診により有症状者を
確認する 

問診は問診票を用いて新型コロナウイルス感染症を疑う
症状のほか、行動歴や周囲の状況など必要な情報を確
認する 

必要時感染症室にて対応する（待機場所に案内する） 
 

多職種で情報共有し連携がとても重要 
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※新型コロナウイルス感染症を疑う症状 

• 発熱、咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、
鼻汁・鼻閉、味覚・嗅覚障害、眼の痛みや結
膜の充血、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・
嘔吐など 

 

※問診内容 

・発熱・咳・呼吸苦・倦怠感・咽頭痛・鼻水・味覚
障害・臭覚障害・頭痛・下痢の有無など 

・海外渡航歴・流行地域への移動の有無 

・同居者・職場・学校で同類の症状はないか 
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トリアージの注意点 

• 全ての医療機関に新型コロナウイルスの感染
者が受診する可能性がある。 

• 病院入口や受付などで新型コロナウイルス感染
症を疑う症状の有無について、体温測定や問診
票を用いて確認する。 

※ 体温測定 

・非接触式の場合（外気温に影響することがある） 

・通常の体温計使用後アルコールで消毒する 
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3) 発熱患者の対応 

発熱トリアージ 

有症状者 

（発熱等） 

感染症室 

（発熱外来） 
PCR外来 

除外患者 

各診療科 

ゾーニングが大切 

CTスタッフはガウン、マスク、ゴーグル、手袋にて対応 11 



4) 新型コロナウイルス感染症を疑う 
場合の対策 

標準予防策に飛沫予防策と接触予防策を追加 

・ウイルスを含む飛沫が目、鼻、口の粘膜に付着
するのを防ぐ 

・ウイルスが付着した手で目、鼻口の粘膜と接触
するのを防ぐ 

 

 

眼鏡は、ゴーグルの代わりにはなりません 
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4) 新型コロナウイルス感染症を疑う 
場合の対策 

個人防護具の選択 

手袋、サージカルマスク、ガウン、キャップ、ゴーグ
ルまたはフェイスシールドなど、眼、鼻、口を覆う個
人防護具を装着する。 

エアロゾルが発生しやすい行為を行う場合N95マス
クを追加して装着する。 

＊エアロゾルが発生しやすい状況： 気管挿管・抜管、気管切開、NPPV装着、心肺蘇生など 
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疑いの程度が強い患者 

例えば 

• 症状のある濃厚接触者 

• 発熱や呼吸器症状があり、酸素飽和度が低
下している患者 

• 胸部CT検査で特徴的なすりガラス影が見られ
る患者など 

新型コロナウイルス感染症とみなし個人防護具
を着用して対応する 
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個人防護具の着脱 1 

環境感染学会：http://www.kankyokansen.org/modules/news/index.php?content_id=328 
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個人防護具の着脱 2 
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